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2015 年 10 月 31 日・若宮町内会理事会議事録 

2015.11.1 確定版 

日時：2015年 10月 31日（土曜）9:30～10:30 場所：鎌倉市消防本部 3階集会室 

出席：（敬称略）藤島、岡田、島田、臼田、林、加藤、田邊、松浦、二階堂、平田、永井、鈴木（記） 

議事概要 

1. 報告および審議事項 

(1) 全般 

 由比ガ浜海浜公園で 8月 22日と 23日に開催された鎌倉「海と文芸」カーニバル 2015に於け

る夜間の騒音被害に関し、9月 2日に市長と市議会議長に要望書を提出した。その後 2か月を

経過するも市から何らの回答が無いので督促状を送ることとした。 

(2) 総務・会計・・・報告事項なし 

(3) 子ども会 

 クリーンアップかまくら(9/27)：子ども会からは子ども 17名と大人 16名の参加がありました。 

参加した子どもにお菓子を配りました。 

 市民運動会(10/11)：雨天のため、体育館での開催でした。子ども会からは、子ども 40 名と大

人 42名の参加がありました。参加者に昼食を用意しました。 

 若宮子ども会では若宮町内会会員以外の子弟も受け入れている。これまでは一人年間 1,000円

の会費収入を超える運営費用の全てを若宮町内会からの拠出金で賄ってきたが、現在 80 名を

超す子ども会会員の 1/4が若宮町内会以外の子弟なので、地区外会員の保護者が属する自治会

町内会に対して応分の負担をお願いすることとした。 

(3) 青少年指導員（鎌倉市青少年指導員連絡協議会鎌倉地区） 

 9/12 ビーチコーミング 講師 1 名 補佐 5 名 取材１名 青指 13 名 小学生 11 名 父兄６

名 合計 36名。 次回は和賀江島までを予定 日にちは未定。 

 10/24-25 子どもキャンプ 於愛川ふれあいの村 参加人数：子ども 73 名 青指 34 名 ジュ

ニアサポーター13名 青少年課 3名。 

 青少年健全育成街頭キャンペーン（11/28予定） 

 街歩き探検（11/28,29,もしくは 12/6 を予定）注：街歩き体験とは、市街を歩きながら、決め

られた図柄が描かれた構築物や標識などを探すゲーム 

(4) 民生委員 

報告：◎9/26(土) 第一小学校運動会、◎9/30(水) 一人暮らし高齢者への昼食サービス、◎10/1(木) 

赤い羽根街頭募金 於:鎌倉駅前、◎10/5(月) 研修会(高齢者住宅の選び方)、◎10/9(金) ハリス

幼稚園運動会、◎10/11(日) 市民運動会 於:第一小学校の体育館(小雨の為に室内で)、◎

10/17(土) 戦争体験談を聞く会＆映画 主催:佐助自治会、◎10/19(月) 定例会、◎10/22(木) 地

域ケア会議、◎10/28(水) 一人暮らし高齢者への昼食サービス、◎10/28(水) 地域福祉推進感

謝のつどい 

予定：◎11/9(月) 第三地区研修会、◎11/9(月) 定例会、◎11/16(月) 地域福祉懇談会「災害避難時

の要援護者対応」 於:福祉センター、◎11/25(水) 一人暮らし高齢者への昼食サービス、◎

11/25(水) 家族介護教室(薬と食品のお話＆座って出来る簡単体操) 於:福祉センター  

(5) 防犯 

 H27年度防犯灯維持費補助金が￥519,820 と決定したことが市から通知された。 

 鎌倉市防犯灯ＬＥＤ化事業に係わる合意書を 10/9 付で市と締結した。この結果町内会所有の
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防犯灯 128灯が市に移管され、市はこれらを LED化したうえ、電気代負担を含む維持管理を

市が行うこととなった。LED化工事については殆どが既に終了。 

 上記とは別に、住民から防犯灯新設要望のあった 1灯を新設することとし、設置費用￥37,195

を理事会で承認した。 

(6) 町美化 

 クリーンアップ鎌倉：参加者数は鎌倉市政を考える市民の会から参加した 5名を含めて 51名

だった。今後はエンジン付き草刈り機の使用などによる効率化を検討したい。 

 10/23 に行われた笛田リサイクルセンター及びテクノトランス見学会に、鈴木町美化担当理事

が減量化推進員の資格で参加。 

 ごみステーションのケージ化推進 

10/29 開催の全員協議会で、戸別収集に係る行政計画が市から発表された。これによると戸別

収集対象品目は燃やすごみだけとなっているので、市の計画どおり戸別収集が実施されてもご

み集積ステーションが廃止されることは無い。このため、利用者の多いごみステーションを順

次ケージ型にする町内会方針に沿って具体的検討を再開する。当面の検討対象は、保健所前

#2161、由比ガ浜 2-20-7 付近#2202、及び同 4-4-57 付近#4041 とし、今期予算で賄える分は

今期中にケージ化し、賄えない分は来期予算案に計上して総会に諮ることを理事会で承認した。 

(7) 防災・海の家 

 部屋数 14室の寄宿舎として建築確認を取って本年 8 月に完成した由比ガ浜 4-4のシェアハウ

スが、Web Site でホテルとして一泊単位の客を集め、それら宿泊客が深夜までさわぐことで

近隣住民から苦情が出ている問題で、鎌倉市に実態を伝えて善処を求めていく。 

 津波の場合に住民が緊急避難できる近隣のマンションと予め具体的な取り決めをするために、

候補マンションの洗い出しと、交渉チャンネルの確立を行う。 

 11/28（土曜）19:00～21:00に計画している避難所運営訓練に関して以下を決定した。 

① 組班長に対する参加要請チラシの配布 

② その後、組長が組班長に参加可否を尋ね、否の場合は代理の参加者を検討 

③ 参加者に対して、事前に実施要領を配布 

 上記避難所運営訓練を機会に、地域防災体制のあり方についての議論を深める。 

 

2. 避難所訓練（11/28の訓練に先立つ予備訓練）10:30～12:00 

理事会に引き続き、理事・役員が参加者となって 11/28に予定している避難所運営訓練を試行・検証し

た。 

 

3. 次回理事会：11/28（土曜）9:30～10:30消防署 3F 

以上 


